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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では緩やかに景気は回復しているものの、金融緩和縮小に

よる不安定要素が払拭されておらず、欧州では失業率が高水準であるものの下げ止まりの兆候が見られ景気が回復

しつつあり、アジアにおいても同様に景気は持ち直しつつあります。

わが国においては、政府による経済政策により景気は回復の傾向がみられ、消費税増税による駆込み需要の反動

も和らぎつつありますが、総じて需要は低調気味であり、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

物流業界におきましても、円安水準が継続するなか、企業の生産ラインの海外シフト化により輸出貨物の取扱い

も低水準なまま推移し、経営環境は厳しい状態が継続しました。

このような状況下にあって当社グループは、国内外の基盤の更なる強化を図り、物流のトータル・オーガナイザ

ーとして、「上組デザイン物流」を推し進めるとともに、徹底したコストの削減に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における営業収益は前年同期に比べて3.1%増収の1,212億2百万円となり、

営業収益の伸長に伴い営業原価が3.2％増加しましたが、営業利益は前年同期に比べて3.0%増益の118億30百万円、

経常利益は1.2％増益の123億15百万円となりました。四半期純利益におきましては、優遇税制制度の適用により法

人税等が減少した前年同期に比べて3.0％減益の79億9百万円となりました。

 

各セグメント別の事業の状況は次のとおりであります。

 

［国内物流事業］

国内物流事業におきましては、飼料や鉄鋼製品の取扱いが増加したことから、営業収益は前年同期に比べて3.4%

増収の1,017億74百万円、セグメント利益は前年同期に比べて5.3％増益の107億93百万円となりました。

［国際物流事業］

国際物流事業におきましては、プラント貨物の取扱いが増加したことから、営業収益は前年同期に比べて3.5%増

収の161億19百万円となりましたが、セグメント利益は外注費が上昇傾向にあり、前年同期に比べて4.4%減益の6億

34百万円となりました。

［その他］

その他の事業におきましては、主要業務の重量貨物運搬や建設機工関連業務が振わず、営業収益は前年同期に比

べて8.6%減収の93億63百万円、セグメント利益は前年同期に比べて29.5％減益の4億円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、「有形固定資産」が減少したものの、「投資有価証券」及び

「有価証券」が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて58億29百万円増加の3,456億67百万円となり

ました。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、流動負債の「その他」に含まれる「未払金」が減少したこと

などにより、前連結会計年度末に比べて10億30百万円減少の524億67百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、当期純利益による「利益剰余金」及び「その他有価証券評価差

額金」が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて68億60百万円増加の2,932億円となりました。

この結果、自己資本比率は、84.8％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の結果を受け、次のとおり修正しております。

 

平成27年３月期通期連結業績予想値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ)
百万円

239,600

百万円

22,500

百万円

23,800

百万円

15,100

円 銭

58 57

今回修正予想（Ｂ） 241,000 22,500 23,800 15,100 58 57

増減額（Ｂ－Ａ） 1,400 － － － －

増減率（％） 0.6 － － － －

（ご参考）

前期実績（平成26年３月期） 

 

237,871

 

21,929

 

23,260

 

15,268

 

59 22

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が731百万円増加し、利益剰余金が471百万

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,984 15,474 

受取手形及び営業未収入金 40,853 40,882 

有価証券 25,001 27,500 

たな卸資産 1,399 1,329 

その他 8,190 8,530 

貸倒引当金 △52 △52 

流動資産合計 90,376 93,664 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 103,883 101,687 

土地 87,271 87,721 

その他（純額） 18,026 17,356 

有形固定資産合計 209,181 206,765 

無形固定資産 8,088 8,404 

投資その他の資産    

投資有価証券 23,352 27,629 

その他 9,198 9,562 

貸倒引当金 △359 △358 

投資その他の資産合計 32,191 36,833 

固定資産合計 249,461 252,003 

資産合計 339,838 345,667 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 24,317 24,014 

未払法人税等 4,947 4,685 

賞与引当金 150 147 

その他 10,933 9,447 

流動負債合計 40,348 38,294 

固定負債    

役員退職慰労引当金 16 18 

船舶特別修繕引当金 0 2 

退職給付に係る負債 12,155 13,225 

その他 976 927 

固定負債合計 13,149 14,173 

負債合計 53,498 52,467 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 31,642 31,642 

資本剰余金 26,854 26,854 

利益剰余金 235,219 241,110 

自己株式 △11,378 △11,380 

株主資本合計 282,337 288,226 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,241 5,242 

為替換算調整勘定 △119 △151 

退職給付に係る調整累計額 △163 △164 

その他の包括利益累計額合計 3,958 4,927 

少数株主持分 43 46 

純資産合計 286,339 293,200 

負債純資産合計 339,838 345,667 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益 117,601 121,202 

営業原価 98,425 101,584 

営業総利益 19,176 19,618 

販売費及び一般管理費 7,693 7,787 

営業利益 11,483 11,830 

営業外収益    

受取利息 46 48 

受取配当金 308 250 

持分法による投資利益 59 42 

その他 287 179 

営業外収益合計 701 521 

営業外費用    

為替差損 － 32 

その他 10 4 

営業外費用合計 10 36 

経常利益 12,174 12,315 

特別利益    

固定資産売却益 18 24 

投資有価証券売却益 30 － 

特別利益合計 49 24 

特別損失    

固定資産除売却損 841 13 

特別損失合計 841 13 

税金等調整前四半期純利益 11,382 12,326 

法人税、住民税及び事業税 3,303 4,531 

法人税等調整額 △76 △117 

法人税等合計 3,227 4,414 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,154 7,911 

少数株主利益 1 2 

四半期純利益 8,153 7,909 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,154 7,911 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,437 999 

為替換算調整勘定 132 △23 

退職給付に係る調整額 － △0 

持分法適用会社に対する持分相当額 80 △5 

その他の包括利益合計 1,650 969 

四半期包括利益 9,805 8,881 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 9,803 8,878 

少数株主に係る四半期包括利益 2 3 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 11,382 12,326 

減価償却費 5,455 5,230 

のれん償却額 79 79 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △1 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 102 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 336 

受取利息及び受取配当金 △354 △299 

持分法による投資損益（△は益） △59 △42 

投資有価証券売却損益（△は益） △30 － 

固定資産除売却損益（△は益） 822 △10 

売上債権の増減額（△は増加） 991 △35 

たな卸資産の増減額（△は増加） 10 70 

仕入債務の増減額（△は減少） 48 △274 

その他 915 △938 

小計 19,375 16,440 

利息及び配当金の受取額 355 294 

法人税等の支払額 △2,248 △4,801 

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,482 11,933 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の純増減額（△は増加） △8,339 1,513 

有価証券の取得による支出 △18,500 △17,000 

有価証券の売却による収入 11,000 19,500 

固定資産の取得による支出 △8,115 △4,804 

固定資産の売却による収入 23 26 

投資有価証券の取得による支出 △350 △2,824 

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,155 3 

関係会社株式の取得による支出 － △48 

貸付けによる支出 △750 － 

貸付金の回収による収入 26 36 

その他 △487 214 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,337 △3,382 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △2,578 △1,546 

自己株式の取得による支出 △0 △2 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,578 △1,548 

現金及び現金同等物に係る換算差額 19 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,414 7,002 

現金及び現金同等物の期首残高 26,402 21,438 

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,987 28,441 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

国内物流 
事業 

国際物流 
事業 

計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 95,075 14,372 109,447 8,154 117,601 － 117,601 

セグメント間の内部営
業収益又は振替高 

3,308 1,208 4,517 2,086 6,604 △6,604 － 

計 98,383 15,581 113,964 10,241 124,205 △6,604 117,601 

セグメント利益 10,247 663 10,911 568 11,479 3 11,483 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、重量建設機工事業及び

不動産賃貸事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額3百万円は連結消去に係る決算調整額です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

国内物流 
事業 

国際物流 
事業 

計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 98,239 15,023 113,263 7,938 121,202 － 121,202 

セグメント間の内部営
業収益又は振替高 

3,534 1,095 4,630 1,424 6,055 △6,055 － 

計 101,774 16,119 117,894 9,363 127,258 △6,055 121,202 

セグメント利益 10,793 634 11,427 400 11,828 2 11,830 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、重量建設機工事業及び

不動産賃貸事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額2百万円は連結消去に係る決算調整額です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

 当社は平成26年11月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条第１項の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について以下のとおり決議

しました。

① 取得の理由     経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

② 取得する株式の種類 当社普通株式

③ 取得する株式の総数 5,000,000株（上限）

④ 取得する期間    平成26年11月11日から平成27年３月24日

⑤ 取得価額の総額   5,000百万円（上限）

⑥ 取得の方法     東京証券取引所における市場買付

 

- 10 -

㈱上組（9364）　平成27年３月期 第２四半期決算短信




